④

　　　　藤村詩集

　　　　　　　　序

　遂（つい）に、新（あたら）しき詩歌（しいか）の時（とき）は来（きた）りぬ。

　そはうつくしき曙（あけぼの）のごとくなりき。あるものは古（いにしえ）の預言者の如（ごと）く叫（さけ）び、あるものは西（にし）の詩人（しじん）のごとくに呼（よ）ばゝり、いづれも明光（めこう）と新声（しんせい）と空想（くうそう）とに酔（よ）へるがごとくなりき。
　うらわかき想像（そうぞう）は長（なが）き眠（ねむ）りより覚（さ）めて、民族（みんぞく）の言葉（ことば）ことばを飾（かざ）れり。

　伝説（でんせつ）はふたたびよみがへりぬ。自然（しぜん）はふたたび新しき色（いろ）を帯（お）びぬ。

　明光はまのあたりなる生（せい）と死（し）とを照（てら）せり、過去（かこ）の壮大(そうだい)と衰頽（すいたい）とを照せり。新しきうたびとの群（むれ）の多（おお）くは、ただ穆実（ぼくじつ）なる青年(せいねん)なりき。その芸術（げいじゅつ）は幼稚（ようち）なりき、不完全（ふかんぜん）なりき、されどまた偽（いつわ）りも飾（かざ）りもなかりき。青春（せいしゅん）のいのちはかれらの唇（くちびる）にあふれ、感激（かんげき）の涙（なみだ）はかれらの頬（ほお）をつたひしなり。こころみに思（おも）へ、清新横溢（せいしんおういつ）なる思潮（しちょう）は幾多（いくた）の青年（せいしゅん）をして殆（ほとん）ど寝食（しんしょく）を忘（わす）れしめたるを。また思へ、近代（きんだい）の悲哀（ひあい）と煩悶（はんもん）とは幾多（いくた）の青年（せいねん）をして狂（くるわ）
しめたるを。われも拙（つたな）き身（み）を忘れて、この新しきうたびとの声に和（わ）しぬ。

　詩歌は静（しず）かなるところにて想（おも）ひ起（おこ）したる感動（かんどう）なりとかや。げに、わが歌ぞおぞき苦闘（くとう）の告白（こくはく）なる（云々）。

